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フォトニック結晶レーザーは、2 次元フォトニック

結晶のバンド端共振作用を利用した、大面積コヒーレ

ント動作が可能な面発光型半導体レーザーである。本

レーザーにおいて、フォトニック結晶の格子点に変調

を加えた変調フォトニック結晶を導入することで、任

意の 2 次元方向へビームを出射することも可能[1]であ

り、LiDAR等のセンシング応用への展開が期待される。

最近では、特に、高出力・高ビーム品質化に適した新

たな変調方式として空孔の位置と大きさを同時に変調

する「複合変調フォトニック結晶レーザー」[2]を提案

するとともに、その 2 次元マトリックスアレイ化によ

り、広範囲な電気的 2 次元ビーム走査に成功した[3]。

今回、出射角度ステップをこれまでに比べ、より細か

な 0.4°ステップで直線的にビーム走査可能なアレイデ

バイスの作製を行ったので報告する。 

  図 1(a)に、アレイデバイスの構造を示す。同図に

示すように、各レーザー領域をメサ構造とすることで、

p ライン電極と n ライン電極への選択的な電流

注入を可能とし、交点の狙った領域のみが駆動

できる構造を形成した。図 1(b)に示すように、

各メサ 1~100 における出射角度θを±10.2 度か

ら±49.8度まで、0.4度の角度ステップで変化さ

せることが出来るように設計した。スクリーン

に投影したビームパターンから、出射角度を求

めてプロットしたグラフと、ビームパターンの

例を図 2に示す。同図より、0.4度という細かい

角度ステップにおいても、複合変調フォトニッ

ク結晶レーザーによって設計通りに出射角度の

制御が可能であることが判明した。詳細は当日

報告する。 
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図 1. (a) 複合変調マトリックスアレイデバイスの
模式図。(b) 100 個のレーザーのデバイスの番号と
設計角度。 

図 2. 測定されたビームパターンから求めた出射角度と、ビ
ームパターンの例。 
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